
有料老人ホーム入居契約兼指定特定施設等利用契約

重要事項説明書

記入者名 明石 陽子

記 入 年月 日

所 属 ・職 名

平 成23年4.月1日

ホ ー ム 長

1事 業 主体 概要

事 業主 体 の名 称、 主 た る事務 所 の所在 地 及び 電話 番号 そ の他 の連 絡 先

事 業主 体 の名 称 法人等の種類 なし⑪ 財団法人
名称

(財)京 都 ラ イ フ

ク リエ イ ト事 業 団

(ふ りが な)

ざ い だ ん ほ う じ ん き ょ う と ら い ふ く

りえ い と じぎ ょ うだ ん

事 業 主体 の 主た る

事 務所 の所 在 地

〒615-8256

京都 府 京都 市 西京 区山 田平尾 町46番 地 の2

事業主体の連絡先
電話番号

075-381-1870

0120-406-140

FAX番 号 075-381-1899

ホ ー ム ペ ー ジ ア

ド レス

な し

妃)・http・"www・1if・inky・
to.com

事業 主体 の代 表者 の

氏名及 び職名

氏名 松原 義人

職名 理事長

事業 主体 の設 立 年月 日 昭 和58年10.月15日

事業 主 体が 当該 都道 府 県 内で実 施 す る他 の介護 サ ー ビス

介謝 一ビスの種類 隊 所の倒 所 在 地

〈居 宅 サ ー ビ ス 〉

訪問介護 あり なし

訪問入浴介護 あり
1

なし

訪問看護 あり
■

なし

訪 問 リハ ビ リテ ー シ ョ ン あり
■

なし

居宅療養管理指導 あり
■

なし

通所介護 あり
1

なし

通 所 リハ ビ リテ ー シ ョ ン あり
■

なし

短期入所生活介護 あり
■

なし

短期入所療養介護 あり
■

なし

特定施設入居者生活介護 國 なし ライ フ ・

イ ン京 都

京 都 市 西 京 区 山 田平 尾

町46番 地 の2

福祉用具貸与 あり なし

特定福祉用具販売 あり なし

〈地域 密着 型 サ ー ビス 〉

夜間対応型訪問介護 あり なし

認知症対応型通所介護 あり なし

小規模多機能型居宅介護 あり なし

認知症対応型共同生活介護 あり なし

地域密着型特定施設入居者生活介護 あり なし
地域密着型介護老人福祉施設入所者
生活介護

あり 処

居宅介護支援 幽 なし ライ フ ・
イ ン京 都

居 宅介 護

支 援 セ ン

ター

京 都 市 西 京 区 山 田平 尾

町46番 地 の2
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〈居 宅介 護予 防 サー ビス 〉

介護予防訪問介護 あり なし

介護予防訪問入浴介護 あり なし

介護i予防訪 問看護 あり なし

介 護 予 防 訪 問 リハ ビ リテ ー シ ョ ン あり なし

介護予防居宅療養管理指導 あり なし

介護予防通所介護 あり なし

介 護 予 防 通 所 リハ ビ リテ ー シ ョ ン あり なし

介護予防短期入所生活介護 あり なし

介護予防短期入所療養介護 あり なし

介護予防特定施設入居者生活介護 幽 なし ラ イ フ ・
イ ン 京 都

京 都 市 西 京 区 山 田平

尾 町46番 地 の2
介護予防福祉用具貸与 あり

特定介護予防福祉用具販売 あり 蕪目
〈地域密 着 型介 護 予防 サー ビス 〉

介護予防認知症対応型通所介護 あり なし

介護予防小規模多機能型居宅介護 あり なし

介護予防認知症対応型共同生活介護 あり なし
介護予防支援 あり なし

〈介 護保 険施 設 〉

介護老人福祉施設 あり なし

介護老人保健施設 あり なし

介護療養型医療施設 あり なし

2.施 設 概 要

施 設 の名 称 、所在 地及 び 電話 番 号 その他 の連 絡 先

施設 の名 称 (ふ りが な)ら い ふ ・い ん き ょ う と

ライ フ ・イ ン京 都

施設の所在地 〒6・5-82561

京都 府 京都 市 西京 区山 田平尾 町46番 地 の2

施設の連絡先

電話番号 075-381-1870

0120-406-140

FAX番 号 075-381-1899

ホ ー ム ペ ー

ジ ア ドレ ス

な し

乏)http・ 〃www・lif・inky
oto.com

施設 の 開設 年月 日 昭 和61年11.月25日

施設 の管 理者 の氏名

及 び職 名

氏名 明石 陽子

職名 ホ ー ム 長

施設 ま での 主 な利 用 交通 手 段
・阪 急 京 都 線 桂 駅 よ り約2

,200m(徒 歩 約40分)

(ホ ー ム 専 用 シ ャ トル バ ス 利 用 の 場 合 約15分=平 日14便 、 日祝 日13便)
・市 バ ス 「千 代 原 口 」 バ ス 停 よ り約800m(徒 歩 約15分)

施設の類型及び表示事項 ○類型=介 護 付 有料 老 人 ホー ム

(一 般 型特 定施 設 入居 者 生活 介 護)

○ 居住 の権利 形 態:利 用権 方式

O利 用 料 支払 方 式=一 時金 方式

○ 入居 時 の要 件=入 居 時 自立 ・要 支援 ・要介 護

○介 護 保 険:京 都 府 指 定介護 保 険 特 定施 設

(一 般型 特 定施 設)

○介 護 居 室 区分=全 室個 室

○ 一般 型 特 定施 設 で あ る有 料 老人 ホー ム の介 護 に かか

わ る職 員 体 制=2:1以 上
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介護保険事業所番号 ① 特 定施設 入 居者 生活 介 護事 業所

京 都府 指 定第2674000068号

② 居 宅介護 支 援事 業所

京 都府 指 定第2674000068号

③ 介護 予 防特 定施 設 入居 者 生活 介護 事 業所

京 都府 指 定第2674000068号

特定施 設 入居 者 生活 介護 の事 業 の開始 年 月 日又 は 開始 予 定年 月 日、 指定 又 は許 可 を

受 けた年 月 日(指 定 又 は許 可 の更新 を受 けた場 合 には そ の年 月 日)

事業 の開始(予 定)年 月 日 ① ② 平成12年4月1日

指 定 の年 月 日 ① ② 平成12年4.月1日 ③ 平成18年4月1日

指 定 の更新 年月 日

3.従 業者 に 関す る事 項

職 種別 の従業 者 の人 数及 び そ の勤務 形態

有料 老 人ホ ー ムの人 数及 び そ の勤務 形 態

実人数 常勤 非常勤 合計 常 勤 換 算

人数専従 非専従 専従 非専従

施設長 1 1 0.3

生活相談員 1 3

(※1)

7 11

(※1)

7.2

(施 設 長)

看護職員 3 6 12 11 32 18.8

介護職員 35 ll 38 23 107 81.6

機能訓練指導員 1

(※1)

1 2

(※1)

0.2

(看 護 職)

計画作成担当者 2 2 2

栄養士 委託

調理員 委託

事務員 8 8 8.0

その他 従 業者 7 5 12 9.8

職員総数 56 22 56 41 175 128

1週 間の うち、常 勤 の従 業者 が 勤務 すべ き時間数 40時 間

※ 常勤 換 算 人数 とは、 当該 事業 所 の従 業 者 の 勤務 延 時 間数 を 当該 事 業所 にお い

て常 勤 の従 業 者 が勤 務 す べ き時 間数 で 除す る こ とに よ り、 当該 事 業 所 の従 業 者 の

人 数 を常 勤 の従 業 者 の人 数 に換 算 した 人数 をい う。(※)は 兼務 。

従 業者 で ある介護 職 員 が有 してい る資 格

延 べ 人数 常勤 非常勤

専従 非専従 専従 非専従

社会福祉士 4

介護福祉士 27 11 9 11

介護職員基礎研修

訪問介護員1級 1

2級 6 24 11

3級

介護支援専門員 13 7 2 2

従業 者 で あ る機 能 訓練 指 導員 が有 して い る資 格(看 護職 員 は兼 務)

延 べ 人数 常勤 非常勤

専従 非専従 専従 非専従

理学療法士 1

作業療法士
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言語聴覚士

看護師及び准看護師 1

柔道整復士

あん摩マッサージ指圧師

夜勤を行う看護職員及び

介護職員の人数
最少 時 の人 数

(宿 直 の従 事者 を除 い た人数)

6名

(看 護職 員1名

介 護職 員5名)

平 均 時 の 人 数

(18:00～ 翌8:00)

9名

(看 護 職 員2名

介護 職 員7名)

特 定施設 入居 者 生活 介護 の 提供 に当た る従 業者 の 人数及 び そ の勤務 形 態

実人数 常勤 非常勤 合計 常勤換

算人数専従 非専従 専従 非専従

生活相談員 1 3

(※1)

7 11

(※1)

5.2

(施 設 長)

看護職員 2 6 10 12 30 11.0

介護職員 35 11 38 23 107 76.8

機能訓練指導員 1

(※1)

1 2

(※1)

0.2

(看 護 職)

計画作成担当者 2 2 2

そ の他従 業者 2 2 1.3

職員総数 40 21 51 42 154 96.5

1週 間 の うち、 常勤 の従 業者 が 勤務 すべ き時間数 40時 間

※ 常勤 換 算 人数 とは、 当該 事 業所 の従 業者 の勤 務 延 時 間数 を 当該 事 業 所 に お い

て常 勤 の従 業者 が勤 務 すべ き時 間数 で除 す る こ とに よ り、 当該 事業 所 の 従 業者 の
人 数 を常勤 の従 業者 の人数 に換算 した人数 をい う。

従 業者 で あ る介 護職 員 が有 して い る資 格

延 べ人 数 常勤 非常勤

専従 非専従 専従 非専従

社会福祉士 4

介護福祉士 32 11 ll 13

介護職員基礎研修

訪問介護員1級 1

2級 2 2 22 9

3級

介護支援専門員 13 7 2 3

従 業者 で あ る機 能 訓練 指 導員 が有 してい る資 格(看 護職 員 は兼 務)

延 べ人 数 常勤 非常勤

専従 非専従 専従 非専従
理学療法士 1

作業療法士

言語聴覚士

看護師及び准看護師 1

柔道整復士

あん摩マッサージ指圧師

管理 者 の他 の職 務 との兼 務 の有 無 ㊥ な し
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管 理者 が 有 して い る 当 資格等 の名 称

該業 務 に係 る資格 等 社 会福祉 士

介 護支 援 専 門員

特 定施 設 入居 者 生活 介 護 の利 用 者 に対す る看 護 職 員 及 び介 護3%

職員 の 常勤 換算 方法 に よる人数 の割 合

(要 介護 者 等 の数 に対 す る看護 ・介護 職員 の配置 比)

従 業者 の当該 介護 サー ビス に係 る業務 に従 事 した経験 年 数等

看護職員 介護職員 生活相談員

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

前 年度1年 間 の採 用者 数 0 1 6 1 0 0

前 年度1年 間 の退 職者 数 0 1 0 4 0 0

業務に従事 した経験年数 /
1年 未満 の者 の人数 0 0 3 3 0 0

1年 以上3年 未満の者の人数 0 0 3 14 1 1

3年以上5年 未満の者の人数 0 0 7 14 0 0

5年 以上10年 未満の者の人数 0 3 26 14 2 1

10年 以上 の者 の人数 9 15 13 15 0 6

機 能 訓練 指 導員

(看護 師兼 務 ・PT)

計画作成担当者

(介護職員兼務)

常勤 非常勤 常勤 非常勤

前 年度1年 間 の採 用者 数 0 0 0 0

前 年度1年 間 の退 職者 数 0 0 0 0

業務に従事 した経験年数

1年 未満 の者 の人 数
　

0 0 0 0

1年 以上3年 未満の者の人数 0 0 0 0

3年 以上5年 未満の者の人数 0 0 0 0

5年 以上10年 未満の者の人数 0 1 1 0

10年 以上 の者 の人数 1 0 1 0

従業者の健康診断の実施状況 な し の

4.サ ー ビスの 内 容

施 設 の運 営 に関す る方針

● 高齢 社会 に適応 した住 環境 お よび健 康 で文化 的 な生活 の提供

● 人 間尊重 、 権利 擁護 を基 本 と した 中立 ・公 正 な事 業活 動 の遂行

● 自立支援 を基本 と した個別 かつ適 切 な介 護 サ ー ビス の提 供

● 姉妹 法 人が 運営 す る総 合病 院 との緊 密 な 医療協 力 体制 の確 立

● 余 暇活動 のた め の諸行 事 に よる豊 かな意 義 の あ る 日々 の創 生

● 公 益法 人 と して の 法令 遵 守 に則 った社 会 的責 任 に基 づ く、 健 全 な施 設 運 営 と

堅実 な財 務 運 営

● 施 設運 営 の透 明性 を高 め る た めの 、運 営 状 況 、 財 務 状況 、第 三者 評 価 結 果 、

苦情 解決 内容等 の情報 開示

介護 サ ー ビス の内容 、利 用 定員 等

個別 機 能 訓練 の実施(介 護 報 酬 の加算)の 有 無

夜 間看護 体 制加 算(介 護報 酬 の加 算)の 有無

人員 配 置 が手厚 い 介護 サ ー ビス の実施 の有 無

利用 者 の個 別 的 な選択 に よる介護 サ ー ビス の実施 状 況
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協力 医療 機 関 の名 称 ① ライ フ ・イ ン京 都 診 療所

当ホ ー ムの事 業 主体 が 同一 建物 内で別 事業 として運 営

②京都桂病院

京 都 市西京 区山 田平 尾 町17番 地 ホー ム よ り約400m

(協 力 の内容)

① ライ フ ・イ ン京都 診 療所

診 療科 目=内 科

嘱 託 医3名 が担 当制 で火 曜 、水 曜 、金 曜 の 内で週2回

午前10時 か ら午 前11時30分 ま で診療

精神科

精神 科 医 師(嘱 託 医)に よる診 察 を月2回(金 曜 日)実 施

協 力 科 目 ・内容:医 師 に よ る健 康 管理 ・健 康 相 談 、年2回 の健 康 診 断 の 実

施 、 緊急 時 の対応 。(医 療 費 そ の他 の費 用 は入 居者 の 自己

負 担)

②京都桂病院

診 療科 目:救 急指 定 総合 病 院

内 科(一 般 ・血 液 ・神 経 ・内 分 泌 ・糖 尿 ・腎 臓 ・膠 原 病)、 外 科

及 び 専 門(乳 腺)、 心 臓 血 管外 科 、整 形 外科 、 形 成 外科 、循 環 器

科 、 産 婦 人 科 、 小 児 科 、 泌 尿 器 科 、 眼 科 、 耳 鼻 咽 喉 科 、 皮 膚

科 、 精 神 科 、 放 射 線 科 、 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 、 消 化 器 セ ン タ
一 、 呼 吸 器 セ ン タ ー 、 心 臓 血 管 セ ン タ ー 、 健 康 管 理 セ ン タ ー 、

透析 セ ンター

総 従 業 員 数=約1000名(内 医 師 約140名 、 看 護 師 約500名)

協 力科 目 ・内容:年1回 の 人 間 ドック実施(基 本 検 査 は費 用負 担 な し)

ライ フ ・イ ン京都 にお け る所 属 各 科 専 門 医 に よ る 「健 康

教 室 」(講 演 会 形式)の 開催 。

※入 院 時 に個 室 を利 用 され る場 合 は医療 費 の他 に室 料 が必 要。

※入 院 時 の タ オル 、 肌 着 、 寝 巻 き等 の 洗濯 、 毎 日の訪 床 、 買 物

代 行 等 のサ ー ビス をホ ー ムが 実施 します が 、費 用負 担 な し。

※入 退 院 の手 続 代 行 、 身 元 引 き受 け、入 院 準備 、入 退 院 ・通 院

時 の 必 要 に応 じた 移 送 ・付 添 い サ ー ビス 等 をホ ー ム が 実 施 し

ま す が 、 費 用 負 担 な し。

協力歯科医療機関 な し ◎ その名称 高橋歯科医院

京 都 市 西 京 区 山 田久 田 町3-3

ホ ー ム よ り約1,000m

(協 力 の内容)

○外 来 受診 が 出来 ない場 合 の往 診 、緊 急 時 の対応 。

要介 護 時 にお け る居室 の住 み 替 えに 関す る事 項

要介護時に介護を行 う場所

F般 居室 ・ 一 時介護 室 ・介 護 居室 の いず れ か・

入 居 後 に居 室 を住 み替 え る場合
一時 介護 室 へ移 る場 合

判断 基 準 ・手続 につ いて

(そ の 内 容)

退 院後 や 日常生活 上 で一 時 的 に介護 を要 す る場合 には 、

① ホー ム が指 定す る医師 の 意見 を聴 く

②入居者の意志を確認する

③ 身元 引 受 人等 の意 見 を聴 く

以 上 の手 続 きを経 て 、一 般 居室 か ら一 時介 護 室へ 移 って頂 き介護

を行 う。 介 護 費用 及 び室 料 につ い て は入 居 一 時金 、介護 費 用 の一

時金 、月 額利 用 料 に含 まれ て お り費 用負 担 は ない。
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食 事 代(1日3食 に 付 き2,210円)、 介 護 諸 雑 費(1日 に 付

き530円)、 消 耗 品 費(紙 お む つ 等)の 実 費 は 自己 負 担 。
一 時 介 護 室 の 部 屋 割 り に つ い て は

、 「ラ イ フ ・イ ン 京 都 診 療 所 」

医 師 又 は 健 康 管 理 室 の 看 護 師 の 判 断 に よ る。

追 加 的費 用 の有無 な し 1(五)
居 室利 用 権 の取扱 い

(そ の内容)
一 時的 に利 用 す る共 用施 設 で あ り

、 一般 居 室 の利 用 権 に変 更 は な
い。

入居 一 時金 償 却 の調整 の有 無 ⑪ あ り

従 前 の居 室か らの面積 の増 減 の有 無 な し ◎
従 前居 室 との仕 様 の変 更

便 所 の変 更 の有 無 な し の
浴 室 の変 更 の有 無 な し ⑳
洗 面所 の変更 の有 無 な し ⑳
台 所 の有 無 な し ⑪
その他 の 変更 の有 無 な し ⑳
(そ の 内容)

室 内全 体 の仕 様 が異 な る。

介 護居 室 へ移 る場 合

判 断基 準 ・手 続 につ い て

(そ の内容)
一 般 居 室 の入 居者 で

、 常 時介 護 が必 要 な状 態 又 は重 度 の認 知 症 に

よ り、 自室 や 愛蔵 品 に対 す る見 当識 を失 い 、 介護 居 室 で の介護 が

必 要 となっ た場合 には 、

① 理 事 長 、 「ライ フ ・イ ン京 都 診 療 所 」 医 師、 ホ ー ム 長及 び 日常

生 活 や 精 神 状 態 等 を 常 時観 察 して い る職 員 を もっ て 構 成 す る

「住 み 替 え適 格者 判 定 委 員会 」 が、全 員 一 致 を もって住 み 替 え

が必 要 と判 定す る。

②緊 急 や む を えない 場合 を除 いて最 低6ヶ 月以 上 の観 察期 間 を設

ける

③ 変 更先 の場 所 の概 要 、介護 の 内容 、費 用負 担 等 にっ い て入居 者

及 び 身元 引 受人 等 に説 明 を行 う

④身 元 引受 人等 の意 見 を聴 く

⑤ 入 居者 の同意 を得 る

以上 の 手続 きを経 て一 般居 室 か ら介 護居 室 へ住 み 替 え て頂 く。

管 理 費 は本 館 の場 合 と変 わ らな い が 、介 護 諸 雑 費(1ヶ 月 に付

き16,000円)が 必 要 とな る。

追加的費用の有無 な し ⑳
居 室利 用権 の 取扱 い な し ⑳
(そ の 内容)
一般 居 室 か ら介護 居 室 へ利 用権 が移 行 す る

。

入 居 一 時金償 却 の 調整 の有 無 な し ⑳
従 前 の居 室 か らの 面積 の増 減 の有 無 な し ⑳
従 前居 室 との仕様 の変 更

便所 の変 更 の有 無 な し ⑳
浴 室 の変 更 の有無 な し 爾

1 洗 面所 の変 更 の有 無 な し ⑳
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台所 の有 無 な し ⑳
その他 の 変更 の有 無 な し ⑪
(そ の 内容)
一 般 居 室 か ら介 護 居 室 へ の住 み 替 え の場 合 は室 内全 体 の仕 様

が 異 な り、全 面バ リア フ リー仕様 とな る。

介護 居 室 間の住 み 替 え の場合 、仕 様 の変 更 は ない 。

その他[①1あ り

判 断基 準 ・手続 につ いて

(そ の 内 容)

追加 的費 用 の有 無1な し1あ り

居 室利 用 権 の取扱 い

(そ の 内 容)

入 居 一時金 償 却 の調整 の有無 な し あ り

従 前 の居 室 か らの面積 の増減 の有 無 な し あ り

従 前居 室 との仕 様 の 変更

便 所 の変 更 の有 無 な し あ り

浴 室 の変 更 の有無 な し あ り

洗 面所 の変 更 の有 無 な し あ り

台所 の有無 な し あ り

そ の他 の変 更 の有 無 な し あ り

(そ の 内 容)

施設 の入居 に関す る要件

自立 して い る者 を対 象 な し ⑳
要支援の者を対象 な し ⑰
要介護の者を対象 な し ⑳
留意事項 本 館 へ の入居=

① 満 年齢 が55歳 以上 の方

② 健 康 保 険 証及 び介 護 保 険被 保 険者 証(65歳 以 上 の方)

を有 して い る方。

③2人 入居 の場 合 は原 則 と して ご夫 婦 で あ るか 、 又 は三 親

等 以 内の 関係 の方 。

④2人 入 居 の場合 は、 とも に満 年齢 が55歳 以 上 の方。

但 し、 ご夫 婦 の場 合 には 、 そ のい ず れ か が満55歳 以 上

で あ る こ と。3人 入居 は認 め られ ませ ん。

⑤ 入 居 時 に 身 の 回 りの こ と が 自分 で 出 来 る程 度 の 健 康 な

方 。

⑥共 同生活 が 円満 に出来 る方 。

⑦(財)京 都 ライ フク リエ イ ト事 業 団 の設 立 趣 旨 を理 解 し

運 営 に協 力 して頂 け る方 。

ケア セ ン ターへ の入 居:

① 身 体機 能 の低 下 ま た は認 知症 な どに よ り、 常 時 介護 を必

要 とされ る、介 護 保 険 にお い て要 介 護1以 上 の認 定 を受 け

てい る方。

②満 年 齢 が65歳 以 上 の方 。

③健 康保 険証 及 び介護 保 険被 保 険者 証 を有 して い る方。

④他 の入 居 者 に伝 染 す る疾 病(感 染 症)に 罹 患 して い ない

方
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契 約 の解 除 の内容

体験 入居 の 内容

入居定員

⑤ 自傷 ・他 傷 の恐 れ の ない方 。

⑥ 身元 引受 人 を 立て る ことの 出来 る方。

(認 知 症 な どに よ りご本 人 の判 断 能 力 が不 充 分 な場 合 に は

法定 代理 人 が必 要 とな る)

次 のい ずれ か に該 当す る場合 に、契 約 が終 了 します。

(1)入 居 者 が 死 亡 した とき(入 居 者 が2人 の場 合 は両者

とも死 亡 した とき)

(2)事 業 者 が 第29条(事 業 者 か らの契 約 解 除)に 基 づ

き解 除 を通 告 し、 予告 期 間 が満 了 した とき

(3)入 居 者 が第30条(入 居 者 か らの解 約)に 基 づ き解

約 を行 った とき

※ 入 居 契約 書 第29条 に基 づ く場 合 は、入 居 者 が次 の各 号

の いず れ か に該 当 し、 かつ そ の こ とが入 居 契 約 を将 来 に

わ た っ て維 持 す る こ とが社 会 通 念 上 、著 し く困難 と思 わ

れ る場合 にの み契 約 を解 除す る こ とが あ ります 。

① 入居 申込 書 に虚 偽 の事 項 を記 載 す る等 の 不正 手 段 に よ

り入 居 した とき。

② 月額 の利 用 料 そ の 他 の支 払 い を、 正 当な理 由 な く6ヶ

月以 上遅 滞 す る とき。

③ 入 居 契約 書 第20条(禁 止 又 は制 限 され る行 為)の 規

定 に違反 した とき。

④ 入 居者 の行 動 が、 他 の入 居 者 の生 命 、 健康 、安 全 等 に

危 害 を及 ぼす 恐 れ が あ り、か つ 入 居者 に 対す る通 常 の

介 護 方法 では これ を防止 す る こ とがで き ない とき。

こ の場 合 に は 、専 門 の医療 機 関 で の受 診 及 び 専 門 医 の

意 見 を聴 く と共 に一 定 の観 察 期 間 をお き慎 重 に対 応 し

ます 。

契 約 の解 除は次 の 手続 きに よっ て行 い ます。

(1)契 約解 除の通 告 につい て90日 間の予 告 期 間 をお く

(2)通 告 に先 立 ち 、入 居 者及 び 身元 引受 人 等 に弁 明 の機

会 を設 け る

(3)解 除 通 告 に伴 う予 告 期 間 中に 、入 居 者 の移 転 先 の 有

無 につ い て確 認 し、移 転 先 が ない 場 合 に は、 入居 者

や 身 元 引 受 人 等 、 そ の 他 関 係 者 ・関 係 機 関 と協 議

し、移 転 先 の確保 につ い て協 力す る

※契 約 書 第30条 に基 づ く場 合 は 、 事業 者 に対 し少 な く と

も30日 前 に解 約 の 申 し入 れ を行 うこ とに よ り入 居 契約

を解 約 す る こ とが 出来 ます 。

①本 館 の場 合:

1泊2日4,000円(食 事 代 は別 途 必 要)

※体 験期 間 は90日 以 内 で あれ ば連 泊可 能。

この場 合事 前 に そ の 旨をお知 らせ 下 さい。

② ケア セ ンター の場合:

1泊2日10,000円(食 事 代 は別 途 必 要)

同伴者 は1人 につ き4,000円(食 事 代 は別 途 必要)

※介 護 内容 、 体 験期 間 につ いて は個別 相 談 とな ります 。

ま た 、 要介 護 度 ・介 護 の必 要性 の度 合 ・介 護 内容 等 に

よ って は、別 途費 用 が 必要 とな る場合 が あ ります。

370名(本 館288名 ケ ア セ ン タ ー82名)
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そ の他 〔短期 解約 特例 〕

入 居 一 時 金 の 償 却 起 算 日後90日 以 内 に解 約 され る場 合

は、 契約 書 第45条 に 基づ き、 入 居 一 時金 及 び 月 額利 用 料

等 、 受領 済総 額 の契 約 期 間 に係 る 日割 り分 を 除 き、 全額 を

返 還 いた します。

入居者 の状 況

入 居者 の 人数(報 告 に関す る計画 の基 準 日の前月 末 日)

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

65歳 未満 0 0 0 0 0 0

65歳 以上75歳 未満 1 0 1 1 2 5

75歳 以 上85歳 未満 7 4 9 7 6 33

85歳 以 上 14 14 14 18 17 77

自立 要支援1 要支援2 合計

65歳 未 満 6 0 0 6

65歳 以上75歳 未満 22 0 0 22

75歳 以 上85歳 未満 95 5 5 105

85歳 以 上 54 2 11 67

入居者の平均年齢 83.45歳

入居者の男女別人数 男性179名1女 性 236名1合 計1315名

入 居 率(一 時 的 に 不 在 とな っ て い る者 を 含 む.) 定 員370名 に 対 し85.1%
一 般 居 室(226室)の 契 約

率 は92%

前 年度 の有料 老人 ホ ー ム又 は軽 費老 人 ホー ム を退居 した者 の人 数

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

自宅 等

社会福祉施設

医療機関

死 亡者 2 1 3 1 13 20

そ の他

自立 要支援1 要支援2 合計

自宅等

社会福祉施設

医療機関

死 亡者 4 1 5

そ の他

入 居者 の入居 期 間(報 告 に関 す る計画 の基 準 日の前.月末 日)

入居期間 6ケ 月未満 6ケ 月 以

上

1年 未満

1年 以上

5年未満

5年 以 上

10年 未満

10年 以上

15年 未満

15年 以上

入居者数 5 8 77 70 31 124

施 設 、設備 等 の状 況

建築基準法第2条 第9号 の2に 規定する耐火建築物 なし◎
建築基準法第2条 第9号 の3に 規定する準耐火建築物 配 」)あ り

区分 室数 人数 1の居室の床面積

一般 居 室個 室 (空)な し 226 288

㎡

32.05～

85.56

一般 居 室相 部 屋 あ り ⑪ 」
㎡

: ㎡
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㎡

介護居室個室 (区)な し 82 82
15。71～

21.45㎡

㎡

介護居室相部屋 あ り ㊥ 「 ㎡

; ㎡

一 時介護 室 ④
な し

個 室6i6
1

7.83～

11.28㎡

2床1「2
L

10.64㎡

4床114 35.40㎡

共用便 所 の設 置 うち男女 別 の対応 が可 能 な数 24ケ 所

数
51ケ 所

うち車椅 子 等 の対応 が 可能 な数 22ケ 所

個 室 の便 所 の設 個 室 にお け る便 所 の設 置割 合 100%

置数
308ケ 所

うち車椅 子 等 の対応 が 可能 な数 82ケ 所

浴 室 の設備 状 況 浴 室 の数 個浴 大浴槽 介護浴槽 リフ ト浴

226
2

11

(一 般 居 室)
(詳 細 は

下 記 参
(詳 細 は 下

0
3

(共 用 施 設)
照)

記参照)

その他 、 浴 室の設 備 に 関す る事 項
・一 般居 室(本 館)の 浴 室 の場 合

浴 室 の 種 類=3点 式(浴 槽 ・洗 面 台 ・ トイ レ)65

2点 式(浴 槽 ・洗 面台)153

独立タイプ(浴 槽 のみ)8
・大 浴 場(本 館4階)の 場 合 男 性 用36 .35㎡

女 性 用39.71㎡
・ケ ア セ ン タ ー の 場 合

浴槽の種類=車 椅子対応特殊浴槽2

電動型昇降特殊浴槽1
2人 用介護浴槽3

1人 用介護浴槽2

自立 支援 ユ ニ ッ トバ ス(個 浴)2
・一 時介護 室 の場合

自立 支i援 ユ ニ ッ トバ ス(個 浴)1

自立者 用:本 館3階(255.35㎡)88席

要 介護 者 用=

食堂の設備状況 ケ ア セ ン タ ー こす も す1階(53.41㎡)15席

ケ ア セ ン タ ー ひ ま わ り1階 ～4階(61.2㎡)各20席

ケ ア セ ン タ ー ひ ま わ り2階 ～4階(59.7㎡)各20席

1入賭 等が羅 を行う設齢 況(こ すもすは期 施設)1な し1(琶)
そ の他 、共用 施 設 の設備 状 況 一

(そ の 内 容)

◎共用施設

な し ◎
本 館:ロ ビー 、 フ ロ ン ト、 売 店 、 集 合 郵 便 受 け 、 多 目 的 ホ

ー ル 、 シ ア タ ー ル ー ム 、 応 接 会 議 室 、 カ ル チ ャ ー 教

室 、 デ イ ル ー ム 、 ビ ュ ー テ ラ ス 、 ア ス レチ ッ ク ル ー

ム(機 能 訓 練 室 兼 用:健 康 増 進 機 器 ・ビ リヤ ー ド

台 ・卓 球 台 設 置)、 図 書 室 、 茶 室 、 和 室(3室)、一
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ア ト リエA,ア ト リエB(囲 碁 ・麻 雀 、 オ セ ロ 等 の プ

レイル ー ム兼 用)、 談 話 室 、来 客用駐 車 場

ケ ア セ ン タ ー:エ ン トラ ン ス ホ ー ル 、 デ イ ル ー ム 、 多 目 的

ル ー ム(機 能 訓練 室兼 用)、 屋 上庭 園

◎利 用 時 に費用 が 必 要 とな るもの

本 館:美 容 室(予 約 制)、 体 験 入 居 室(2室 ・ゲ ス トル ー ム

兼 用 ・予 約 制)、 コ イ ン ラ ン ド リー コ ー ナ ー(2カ

所 ・夫 々洗 濯機3台 乾燥機3台)

ケ ア セ ン タ ー:美 容 室(予 約 制)、 体 験 入 居 室(1室 ・ゲ ス

トル ー ム 兼 用 ・予 約 制)

◎利 用契 約及 び利 用 料 が必 要 とな る もの

本 館=ト ラ ン ク ル ー ム 、 駐 車 場 、 一 坪 菜 園

バ リア フ リー の 対 応 状 況

(そ の 内 容)

◎ 「ケ ア セ ン タ ー こす も す 」 に つ い て は 、 全 居 室 、 共 用 廊 下 、 共 用 施 設 全 て

が バ リ ア フ リー 仕 様 。

全 居 室(ト イ レ部 分)、 共用 廊 下 、共 用 施設 に手摺 り設 置。 全 居 室 の入 り口
の ドアが 引 き戸 仕 様 。 全居 室 、共 用 廊 下 、 共用 施 設 全 て にお いて 車 椅 子 で

の移 動 が 可能 。

◎ 「ケ ア セ ン タ ー ひ ま わ り」 に つ い て は 、 全 居 室 、 共 用 廊 下 、 共 用 施 設 全 て

が バ リア フ リー 仕 様 。

全 居 室 、共 用 廊 下 、 共 用施 設 に手 摺 り設 置 。 全 居 室 の入 り 口の ドア及 び居

室 内 の トイ レの ドア が全 て 引 き戸仕 様 。 全 居 室 、 共用 廊 下 、 共 用施 設 全 て

に おい て 車椅 子 で の移 動 が可 能。

◎ 本館 につ い て は、 共用 廊 下 、 大 浴場 内及 び 和 室 上 が り 口に手 摺 り設 置 。 共

用 廊 下、 共 用施 設 につ いて は 車椅 子 で の移 動 が 可能 。 但 し和 室及 び大 浴 場

(男 女共)の 上 が り口は車椅 子 で の移 動 は不可 。

緊急通報装置の設置状況 な し 一 部 あ り 《客居室内に蚕)

外線電話回線の設置状況 な し 一 部 あ り
蒼居室内に勢

テ レビ回線 の設 置 状況 な し 一 部 あ り
羅 困に嶽～

施 設 の 敷 地 に 関 す る事 項 『』 一 一

敷 地 の面 積 14,216.87㎡

事 業所 を運 営す る法 人 が所 有1な し 一 部 あ り の
1抵 当権 の設 定 な し ⑭
貸借 (借 地)

㊥ あ り;
1
契約期間1始1 終1

: 1契 約 の 自動 更新 な し1あ り

施設 の建物 に関す る事項

本 館=16,227.52㎡

鉄 骨鉄 筋 コン ク リー ト造

建 物 の延 床 面積
地 下1階 地 上11階12層

昭 和61年11.月 竣 工

ケ ア セ ン タ ー こ す もす=

589.05㎡

鉄 骨鉄 筋 コン ク リー ト造

地 上1階 建

平 成7年4月 竣 工

ケ ア セ ン ター ひ ま わ り:

5,384.31㎡

平 成17年10月 竣 工

事 業所 を運営 す る法 人 が所有1な し 一 部 あ り 画
1抵 当権 の設 定 な し ◎
貸借(借 家)
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① あ り1 契約期間1始1 終1

i 厚 約の自動更新 な し1あ り

利 用者 か らの 苦情 に対 応す る窓 口等 の状 況

事 業主 体や 施 設 に設置 してい る利用 者 か らの苦情 に対 応す る窓 口

窓 口の名 称 「ラ イ フ ・イ ン京 都 」 フ ロ ン ト及 び 意 見 箱(常 時 設 置)

責任者 明石 陽子(管 理者 ・ホ ー ム長)

電話番号 075-381-1870(内 線111又 は*1)

対 応 して い る時 平 日 8時45分 ～17時45分

間 上記 以 外 の 時 間帯 は、 当直 担 当者(夜 間看

護 職 、 夜 間 介 護 職 、 夜 間 警 備 員)が 対 応

し、 翌 日早 急 に 対 応 。

土曜 8時45分 ～17時45分

上記 以外 の時 間帯 につ い て は上 記 に同 じ

日 曜 ・祝 日 8時45分 ～17時45分

上記 以外 の時 間帯 につ い て は上 記 に同 じ

匪 休日等 な し

上 記以 外 の利 用者 か らの苦情 に対応 す る主 な窓 口等

窓 口の名 称 ①(社)全 国有 料老 人 ホ ー ム協会

②京都府社会福祉協議会福祉サービス運営適正化委員会

③京都府高齢者支援課

④京都市介護保険課

⑤京都市西京区役所(福 祉部)

⑥京都府 国民健康保険団体連合会介護相談係

電話番号 ①03-3272-3781

②075-252-2152

③075-414-4575

④075-213-5871

⑤075-381-7121

⑥075-354-9090

対応 して い る時 平 日 ①10:00～17:00

間 ② ～ ⑥8=30～17=00

土曜

日 曜 ・祝 日

匪 休日等 土 曜 ・日曜 ・祝 日

サ ー ビス の提供 に よ り賠 償す べ き事 故 が発 生 した ときの対 応

な し

損害騰 任轟 の加入状況
(そ の内容)

(社)全 国有 料 老 人 ホー ム協 会 の 「有 料 老 人 ホ ー ム損 害 賠

償 責任 保 険」 に加 入 。

入居契約書、施設管理規程並びに特定施設入居者生活介護

利 用 契約 書 に基 づ くサー ビス の提供 に あた って 、 万一 事 故

が発 生 し、入 居 者 の 生命 ・身 体 ・財 産 に損 害 が 発 生 した場

合 には 、不 可 抗 力 に よる場 合 を除 き速や か に損 害 を賠 償 し

ます 。 但 し、入 居者 に重 大 な過 失 が あ る場 合 には賠 償 額 を

減 じ、ま た は損害 賠 償 を行 わ ない こ とが あ ります。

その他、介護 サー ビスの提供により賠償すべき事故が発生したときの対応に関すること

○ あ り1(そ の 内 容)

i
サー ビス の提供 内容 に 関す る特 色等
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(そ の 内 容)

O同 一 建 物 内 に あ る 「ライ フ ・イ ン京 都 診 療 所 」 及 び 姉 妹 法 人 が運 営す る総

合病 院 「京 都桂 病 院 」 との緊 密 な 医療 協力 体制 に よる 医療 対応 の充 実。

○ケ アセ ンター(こ す もす11室 、 ひ まわ り71室)、 一 時介 護 室 にお け る

手厚 い介護(要 介 護 者等:介 護 ・看 護職 員 の人員 配置2=1以 上)。

○住 み慣 れ た 自室 で の生 活 を 出来 る 限 り長 く続 けて 頂 け る よ う、 ケ アサ ー ビ

ス課 、 生 活 支援 相 談 室 、健 康 管 理 室 を核 と した職 域 を越 え た連 携 に よ る き

め細 かい 滑 らか な介護 体制。

○介 護 職 員 の専 門的 な技 術 ・資質 向上 や 自己啓 発 を支援 す るた め に、研 修 推

進 委 員 会 を 中心 に施 設 内外 の研 修 会 へ の積 極 的 な参 加 や 資 格 取 得 の奨 励 を

行 い 、介護 サ ー ビスの 質 の向上 に取 り組 んで い る。

○入 居 者 、親 族 等 の 同意 を得 た施 設 介 護 計 画 を作成 し、 自立支 援 を基 本 に 入

居者 の生 活 を尊重 した 質 の高 い介護 サ ー ビス を提 供。

○ サ ー ビス の質 の 向上 に 向 けて の 取 り組 み の一 環 と して 、 コン プ ライ ア ンス

委 員 会 、 身 体 拘 束廃 止委 員 会 、 リス クマ ネ ジ メ ン ト委 員 会 、苦 情 解 決 委 員

会 、 研 修 推 進 委員 会 、感 染 対 策 委 員 会 、 サ ー ビス 評価 委 員 会 、ネ ッ トワー

ク委員 会 等 、各種 専 門委員 会 の設 置 と活発 な活動 に取 り組 ん でい る。

○ 困 っ て お られ る こ と(小 さな こ とか ら大 き な こ とま で)に す ぐに差 し出す

暖 か な手 と、軽 や か な フ ッ トワー クで対応 す るス タ ッ フを育 て る。

○ 多 くの入 居 者 に支 持 され て い る、 終身 に わ た る利 用 権 と費用 の 一 時払 い に

担 保 され た 、 要 介護 ・罹 病 ・認 知 症 等 、入 居 者 が 困難 に直 面 され た 時 に新

た な 費用 負担 を求 め ない経 営 姿勢 を将 来 に亘 り大切 に堅持 す る。

利 用者 等 の意 見 を把 握す る体制 、 第三者 に よ る評価 の実施 状 況等

利 用者 ア ンケー ト調 査 、意 見箱 等利 用者 の意見 等 を把握 す る取組 の状 況

な し ◎ 実 施 した年月 日

当該結 果 の 開示 状況

平 成22年3月1日 ～15日

な し ◎
毎年7月 下旬 に開催

す る 「運 営 状 況 説 明

会 」 に お い て 、 全 入

居 者 及 び 身 元 引 受 人

等 に報告

第 三者 に よる評価 の実施 状 況

な し ⑳ 実施 した年 月 日

実施 した評 価機 関の名

称

① 平 成22年12月9日

② 平 成23年2月17日

③ 平 成22年12月7日

①京都府介護サービス第三者評価

事業

(評価者=京 都市老人福祉施設協

議会)

②(社)全 国 有 料 老 人 ホ ー ム 協 会

有 料 老 人 ホ ー ム サ ー ビス評 価

プ ログ ラム

(評 価 者:株 式 会 社 川 原 経 営 総 合

セ ンター)

③ 介 護 サ ー ビス情 報 の公 表

(評 価 者:き ょ う と介 護 保 険 に か

かわ る会)
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当該 結果 の 開示 状況 な し ⑳
① ③ はWAMネ ッ

ト、 ① ② は ホ ー ム

の 季 刊 誌 及 び ボ ー

ムペ ー ジに掲載

5.利 用 料 金

年齢 に よ り一 時金 の料金 が異 な る場 合1⑳1あ り)
一 時金 に関す る費用

① 居 室 に要す る一 時 金(一 般 居 室 や 介護 居 室 、共 用 部 分 な し ◎
の利 用 のた めの家 賃相 当額 に充 当 され る もの)

名称 入居 一 時金

最低 の額 最 高 の額 最多価格帯
一般居室11人 の入居 の場合 21,597千 円 52,069千 円 28,… 千 円130戸

最 低 の額 最高 の額 最多価格帯
一般居室12人 の入居 の場合 27,463千 円 57,935千 円 34,… 千 円128戸

最 低 の額 最 高 の額 最多価格帯

介護居室11人 の入 居 の場 合 17,650千 円 円 17,65・ 千 円140戸

一 時金 の償 却 に 関す る事 項

償却開始 入居 を した 月 な し1あ り

『羅総 飴 格通知
(そ の 内容)

償 却期 間 の起 算 日前

発 送 日か ら30日 目 の に入金 され 未 入 居 の

日を償 却期 間 の起算 日 場 合 は 左 記 の と お

と し、 そ の 日 が 属 す る り。 起算 日前 に入 居

月か ら償却 を開始す された場合には入居

る 。 日が属 す る月 か ら償

却 を開始 す る。

初 期償 却 率(%) 0%

初期 償 却 は あ りませ ん

償却年月数 本 館 の 場 合;180ヶ 月(15年)

介護 居 室 の場合;60ヵ 月(5年)

解約時返還金の算定方法 ◎入居一時金及び加算入居金の返還金は下記

計 算式 に よ り返 還。 初 期 償 却 は一 切 せず 入

居 一 時金全 額 を180ヶ 月 で均 等 償却 。

入 居 一 時 金 全 額 ×(180ヶ 月 一 入 居 月

数)÷180ケ 月
・返 還 金 は 無 利 息 。

・入 居 期 間 が180ヶ 月(15年)超 え る 場

合 は、返 還 金 は な くな るが 、追 加 入居 金 は

不 要 。
・介 護 居 室 の 場 合 は 上 記 の とお り180ヶ 月

を60ヶ 月 と読 み 替 え る 。

◎入 居一 時金 の算 定根 拠

土地 代 、建 設費 、 借 入利 息等 を基礎 と し、

平均余命等を勘案 した想定居住期間等に係

る家賃 相 当額 。
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保全措置の実施状況 な し ⑳ (そ の 内 容)

(社)全 国有 料 老 人 ホ ー ム 協 会

の入居 者 基 金制 度 に加 入。

当 ホ ー ム が個 々 の入 居 者 に つ い

て 基 金 に拠 出 金 を支 払 うこ と に

よ り、 万 一 倒 産 等 に 至 り 、 入 居

者 の 全 て が退 去 せ ざ るを得 な く

な り、 か っ 入 居 者 か ら入 居 契約

が解 除 され た 場 合 に 、償 却 期 間

終 了 後 にお い て も保 証 金 と して

入 居者1人 に対 して500万 円

が支払 われ る制 度。

②利 用 者 の選 定 に よる介 護 サ ー ビス利 用 料 な し ⑳
(人 員配 置 が手厚 い 場合 の介 護 サ ー ビス)

(「あ り」の 場 合 、 そ の 内 容 及 び 利 用 料)

内 容:費 用 算 定 時 の長 期推 計 に基 づ き、要介 護者 等2人 に対 し週40時

間換算 で、 介護 ・看護 職 員 を1人 以上 配 置す るた め の費用 と して

受 領 す る 。

利 用 料:「 要 介 護 者 等 へ の 人 員過 配 置 サ ー ビス 費 」 と して 、入 居 時 に1人

あ た り430万 円(180ヶ.月 で均 等 償 却)

介護 居 室 の場 合 は 、入居 時 に1人 あた り172万 円(60ヶ 月 で

均等償却)

「あ り」の場合 、介護保険給付及 び利用者負担分 に よる収入 に よって賄 えない

額 に充当す るもの としての合理 的な積算根拠 1な し1(i塾
名 称1介 護 費 用 の一 時金
一 時金 の償 却 に 関す る事 項

償却開始 入居 を した月 な し あ り

サービス提供を開始した月 な し あ り

(旦記塁》 (そ の 内 容)

入居 一 時金 と同 じ 入 居 一 時金 と同 じ

初 期償 却 率(%) 0%(初 期償 却 な し)

償却年月数 本 館 の 場 合;180ヶ.月(15年)

介護 居 室 の場合;60ヵ 月(5年)

解約時返還金の算定方法 入 居 一 時金 と同 じ

保全措置の実施状況 な し ⑰1(「 あ り」 の 場 合 、 そ の 内 容)

1入 居 一 時金 と同 じ

③利 用者 の個別 的 な選択 に よ る介 護 サー ビス利 用 料1な し1(あD

(「 あ り」 の場 合 、 そ の 内容 及 び利 用料)

内 容:費 用算 定時の長期推計 に基づ き、要介護等 の認 定 を受 けてい る方

の個別 的な選択 による介護 サー ビスの費用 と して受領す る。

利用料:「 要介護者等へ の個 別選 択サー ビス費」 として、入居 時に1人 あた

り56万 円(180ヵ 月 で均 等 償 却)

介護居 室へ 直接 入居 され た場合 は、入居 時に1人 あた り23万 円

(60ヵ 月 で均等償却)

「あ り」 の場合、介護保険給付 及び利 用者負担分 に よる収入に よって賄 えない

額 に充 当す るもの としての合理 的な積 算根拠

1 なし1⑳
名称1介 護費 用 の一 時金
一 時金 の償 却 に関す る事 項

1償 却 開始1入 居 を した月1な し1あ り
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サー ビス提供 を開始 した月 な し1あ り

上起 以か

入居一時金 と同じ

(そ の 内容)

入居 一 時金 と同 じ

初 期 償却(%) 0%(初 期償 却 な し)

償却年月数 本 館 の 場 合;180ケ 月(15年)

介 護 居 室 の 場 合;60ヵ 月(5年)

解約時返還金の算定方法 入居 一 時金 と同 じ

保全措置の実施状況

な し (あD (「あ り」の 場 合 、 そ の 内 容)

入 居 一 時 金 と 同 じ

④その他に要する一時金1な し1(亙)

(「あ り」の場 合 、そ の 内容及 び利 用料)

内 容:費 用 算 定 時 の長期 推 計 に基づ き、 自立者 に対 し、介 護 予 防や 一 時

的 な介護 が発 生 した場 合 に備 え 、介護 ・看護 職 員 を配置 す るた め

の費 用 と して受領 す る。

利 用 料=「 要 介 護 者 等 以 外 へ の生 活 支 援 サ ー ビス費 」 と して、 入 居 時 に1

人 あた り124万 円(180ヶ 月 で均 等 償却)

「あ り」の場合、介護保険給付及び利 用者負 担分 による収入 によって賄 えない

額に充 当す るもの としての合理的な積 算根拠

1な し1⑪
名 称1介 護費 用 の 一 時金

一 時金 の償 却 に 関す る事 項

償却開始 入 居 を した月 な し あ り

サー ビス提供を開始 した月 な し あ り

(E言己以至)

入 居一 時金 と同 じ

(そ の 内容)

入 居 一時 金 と同 じ

初期 償 却(%) 0%(初 期 償却 な し)

償却年月数 180ケ.月(15年)

解約時返還金の算定方法 入 居一 時金 と同 じ

保全措置の実施状況

な し ㊦一 (「あ り」の 場 合 、 そ の 内容)

入 居 一 時 金 と同 じ
一 時金 に対す る留意 事項 等

な し ③D (「あ り」の場合 、そ の 内容)

介護 居 室 の場合 は不 要

介護 保 険給 付 以外 の サー ビス に要す る費 用

月 額 の場 合 の利 用料 の額

管理費 な し ⑳ 1人 入 居57,880円

2人 入 居93,040円

(「あ り」 の湯 合 、そ の使 途)

共 用 施 設 ・設 備 の維 持 管 理 費 、健 康 管 理 部 門 、事 務 管 理 部 門 、管 財 部

門 、 フ ロ ン ト ・日常 業 務 等 に係 わ る人 件 費 、 事 務 用 品費 、 什 器 備 品

費 、 通 信 費 、 健 康 増 進 事 業 費 、 外 注 委 託 費(シ ャ トル バ ス の リー ス

代 ・運 行 請 負 費 、 共 用 部 の 清 掃 費 ・ゴ ミ収 集 作 業 費 、 大 型 ゴ ミ回 収

費 、植 栽 管理 費等)

食費 な し ⑳ 30日 間1日3食 を 喫 食 した 場 合

1人 あ た り66,300円

(「あ り」 の 場 合 、 そ の 内容)

1日3食2,210円(朝470円 昼710円 夕1,030円)

※ 月 末 に 喫 食 数 を 集 計 し、 次 月 の20日 に 管 理 費 と一 緒 に 引 き 落 とす 。
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光熱水費 な し り 上下水 道利 用 料2,869円/2ヶ 月

光熱 費 は大 阪 ガ ス 、 関西 電 力 と直接 契約

の上 、実 費負 担。

※介護 居 室 の場合 は介護 諸雑 費 に含 む 。

利 用者 の個 別 的 な選択 に よる介護 サ ー ビス利用 料

人員配 置 が手 厚 い場合 の介護 サ ー ビス あ り

(「あ り」 の 場 合 、 そ の 内 容 及 び 利 用 料)

個 別 的な選 択 に よ る介 護 サー ビス よ あ り

(「あ り」 の 場 合 、 そ の 内 容 及 び 利 用 料)

家賃相当額 な あ り 円

そ の他 に必要 な月額 利用 料 な し り

(「あ り」 の 場 合 、 そ の 内 容 及 び 利 用 料)

※要介 護者 等 の場 合 、介 護 保 険給付 の 自己負 担額 を支払 う。

平 成18年4月1日 よ り特 定施 設 にお い て も住 所 地 特 例 が実 施 され

ま した。

京都 市 以 外 か ら京 都 市 へ 転 入 され た 場 合 は、 京 都 市 が定 め る介 護 保

険 給付 の1割 分 を 自己負 担 して 頂 くこ と に な ります が 、介 護 保 険 料

につ きま して は 、 入 居 前 の ご本 人 の 住 民 基 本 台 帳 が あ っ た 自治 体 に

対 し、 当該 自治 体 の 定 め る介 護 保 険料 を 納 め て 頂 く こ と に な りま

す。

以 下の一 覧表 は平 成22年4月1日 現在 の京 都 市 の場 合 です。

区 分
介護給付費

の単位
30日 分 の 目安

代 理 受 領 時 の 自 己

負担 分

要支援1 203単 位/日 63,640円 6,364円

要 支援2 469単 位/日 147,031円 14,704円

要 介護1 571単 位/日 182,143円 18,215円

要 介護2 641単 位/日 204,088円 20,409円

要 介護3 711単 位/日 226,033円 22,604円

要 介護4 780単 位/日 247,665円 24,767円

要 介護5 851単 位/日 269,923円 26,993円

・当ホー ム の介護 給 付 費 は
、1単 位=10.45円(特 甲地)。

・介護 給 付費 は、 介護 給 付 費 の単位x単 位 の単価 ×利 用 日数 で求 め、小

数 点 以 下切 り捨 て。
・法定 代理 受領 相 当分 は 、給付 額 の9割 で求 め小 数 点 以 下切 り捨 て。
・自 己負 担 分 は 、 介 護 給 付 費 か ら法 定 代 理 受 領 相 当 分 を差 し引 い た

額。
・当ホー ム で は

、 「夜 間看護 体制 加 算」(但 し、要 支援1と 要 支援2は 除

く)と 「医療機 関連携 加 算 」(但 し、利 用者 の 同意 が必 要 です)の 適 用

を受 けて います 。

尚、 「個別 機 能 訓練 加 算」の適用 はあ りませ ん。
・「ライ フ ・イ ン京 都 介 護 保 険基 金 」 に加 入 の場 合 は

、 自己負 担 額(1

割)は 基 金 か ら支 払 わ れ る。 介 護 居 室 に 直接 入 居 の 場 合 は 、 「ライ

フ ・イ ン京都 介護 保 険 基金 」 に加 入 で きませ ん。
・上記 介護 給付 費 は 実 際の利 用 日数 に応 じて決 定

。
・消費 税 は 非課 税。

そ の他 、一 時金及 び 利用 料 以外 に必 要 な利 用料 な し り
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(「あ り」 の場 合 、そ の 内容及 び利 用 料)

(1)要 介 護者 等 の介護 サ・一一一ビス に係 わ る費 用

◎ 介護 居 室 に直接 入居 の場合 は、以 下 の費 用 が別 途必 要

① 月払 い介護 費100,000円/月

内 要=全 て の入 居者 に よ る相 互扶 助 と して の介護 費 用 の 一 時金 で

賄 え ない介 護 ・看 護職 員 の過 配 置 に充 当す る費 用。

尚、入 院 時 ・外 泊 時 にお け る 「月 払 い 介護 費 」 の 日割 り計

算 は致 しませ ん。

②介 護諸 雑 費16,000円/月

内 容:光 熱 水 費 、洗剤 、 水分 補 給費 、 おや つ代 等

◎ 介護 居室 へ 住み 替 え る場 合 は、以 下 の費 用 が別 途必 要

① 介護 諸雑 費16,000円/月

内 容=光 熱水 費 、洗 剤 、水 分補 給 費 、お やつ 代 等

※ 「月払 い 介護 費 」 及 び 「介護 諸 雑 費 」 は 、入 院 ・外 泊 の場 合 も徴収 さ

せ て頂 きます 。

(2)自 立者 に係 わ る有 料 サー ビス費 用

自立者 の希 望 に よ る、家 事援 助(一 般居 室 の清掃 ・換 気扇 の分 解 掃 除 ・

洗 濯 ・整 理 整 頓 ・布 団 干 し ・シー ツ 交 換 ・ゴ ミ出 し等)、 害 虫駆 除、 買

物 代 行 、官 公 署 手続 き代行 、 外 出付 添 い、 家 具移 動 、 家具 及 び 電気 製 品

の組 立 ・取 付 け、IHヒ ー ター の 交換 、植 木 の管 理 、パ ソコ ン操 作 の指

導 等及 び協 力 医療 機 関 以外 の 医療機 関へ の付 添 い 等 の有 料 サ ー ビス を提

供 した場合 は、 サー ビスの 内容 を問 わず以 下 の料 金 が必 要。

※所 用 時 間15分 につ き職 員1人 あ た り250円(1,000円/時 間)

(3)そ の 他 利 用 時 に 費 用 が 必 要 とな る も の

※ 体 験 入 居 室(3室 ・ゲ ス トル ー ム 兼 用 予 約 制)

・1室 一 人 利 用4 ,000円/1泊
・1室 二 人 利 用3

,500円/1泊 ・一 人
・1室 三 人 利 用3

,000円/1泊 ・一 人

※ 利 用 契 約 の 締 結 が 必 要 な も の
・電 話(NTT又 は 内 線 機 能 付 き)実 費 負 担

トラ ン ク ル ー ム1㎡ に つ き1,000円/月

・駐 車 場1台 に つ き3
,000円/月

・一 坪 菜 園1㎡ に つ き100円/月

※ そ の 他

・美 容 室(週2回 火曜 日又 は水曜 日及び金曜 日の午前 中のみ出張営業予約制)

利 用 料:男 性2,800円 ～3、000円

女 性1,200円(シ ャ ン プ ー)

～8 ,800円(パ ー マ)
・コイ ン ラ ン ド リー(4・5階 に各1箇 所 夫々洗濯機3台 乾燥機3台)

利 用 料:洗 濯200円/1回 乾 燥100円/1回(40分)

添 付 書 類:「 介 護 サ ー ビ ス 等 の 一 覧 表 」
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号室

様

様

様

説 明年 月 日 平成 年 月

説明者署名

日

印

私は、当該 「有料 老人ホー ム入居契約兼指 定特 定施設等利用契約重要事項

説 明書」を上記説 明者か ら説明を受け内容 について十分理解 し了承 します。

平成 年 月 日

号室

印

印

(続 柄

印

)
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